
平
成
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
受
領 

答

弁

第

七

号 

     

衆
議
院
議
員
山
本
孝
史
君
提
出
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
四
六
第
七
号 

平
成
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日 

衆

議

院

議

長 
伊 

 

宗 

一 

郎 

殿 

 

内
閣
総
理
大
臣 

小 

渕 

恵 

三 

 



 

一
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

介
護
保
険
法
第
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
（
以
下
「
第
一
号
保
険
料
」
と
い
う
。
）
の 

 

賦
課
に
つ
い
て
は
市
町
村
が
行
う
。
ま
た
、
同
法
第
百
三
十
一
条
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
（
以
下
「
特
別
徴
収
」
と
い 

 
 

う
。
）
は
市
町
村
が
同
条
に
規
定
す
る
年
金
保
険
者
（
以
下
「
年
金
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
、
同
条
に
規
定
す
る 

 
 

 

普
通
徴
収
（
以
下
「
普
通
徴
収
」
と
い
う
。
）
は
市
町
村
が
行
う
。
ま
た
、
第
一
号
保
険
料
の
賦
課
及
び
徴
収
に
関
す
る
事 

 
 

項
は
、
介
護
保
険
法
及
び
介
護
保
険
法
施
行
法
並
び
に
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
並
び
に
市
町
村
の
条
例
に
よ
り
定
め

ら
れ
る
。 

地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
七
号
。
以
下
「
地
方

分
権
一
括
法
」
と
い
う
。
）
第
二
百
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
） 

 

及
び
地
方
分
権
一
括
法
第
二
百
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四 

号
）
に
規
定
す
る
介
護
保
険
事
業
に
関
す
る
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
務
は
、
自
治
事
務
と
な
る
。 

衆
議
院
議
員
山
本
孝
史
君
提
出
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

 



 

四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

平
成
十
一
年
十
一
月
五
日
に
決
定
し
た
介
護
保
険
法
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
特
別
対
策
に
お
い
て
は
、
同
法
の
施
行

後
半
年
間
は
第
一
号
保
険
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
そ
の
後
一
年
間
は
第
一
号
保
険
料
を
経
過
的
に

二
分
の
一
に
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
と
し
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
市

町
村
に
対
し
て
、
こ
の
措
置
の
趣
旨
及
び
内
容
を
十
分
に
説
明
し
、
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
が
、
同

法
の
施
行
後
半
年
間
に
お
い
て
市
町
村
が
第
一
号
保
険
料
を
徴
収
す
る
か
否
か
は
、
最
終
的
に
は
市
町
村
の
判
断
に
よ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。 

平
成
十
一
年
十
月
二
十
九
日
に
与
党
三
党
の
間
で
合
意
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
、
「
概
ね
半
年
間
、
保
険
料
に
関
わ
る
部
分 

に
つ
い
て
は
実
施
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
、
お
お
む
ね
半
年
間
は
第
一
号
保
険
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
市
町
村
が
、
介
護
保
険
法
の
施
行
後
半
年
間
は
第
一
号
保
険
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

二 

 



 

六
に
つ
い
て 

八
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

市
町
村
が
、
介
護
保
険
法
の
施
行
後
半
年
間
は
第
一
号
保
険
料
を
徴
収
せ
ず
、
そ
の
後
一
年
間
は
第
一
号
保
険
料
を
経
過

的
に
軽
減
す
る
場
合
、
第
一
号
保
険
料
を
定
め
る
条
例
に
所
要
の
手
当
て
が
必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
条
例
上
、
手
当

て
す
べ
き
事
項
及
び
内
容
に
関
す
る
国
と
し
て
の
指
針
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
国
か
ら
の
交
付
金
は
、
基
本
的
に
は
、
介
護
保
険
法
の
施
行
後
半
年
間
は
第
一
号
保
険
料
を
徴
収

せ
ず
、
そ
の
後
一
年
間
は
第
一
号
保
険
料
を
経
過
的
に
軽
減
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
そ
の
後
一
年
間
は
第
一
号
保
険
料
を
経
過
的
に
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
平
成
十
一
年
度

以
降
の
準
備
経
費
等
の
一
部
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
目
的
で
、
こ
れ
ら
の
措
置
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た

め
の
基
金
を
造
成
す
る
市
町
村
に
対
し
て
国
か
ら
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
交
付
基
準
等
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
国
か
ら
の
交
付
金
は
、
介
護
保
険
法
の
施
行
後
半
年
間
は
第
一
号
保
険
料
を
徴
収
し
な
い
措
置
を

三 

 



 

九
に
つ
い
て 

十
に
つ
い
て 

介
護
保
険
法
に
お
い
て
は
、
市
町
村
が
、
毎
年
度
四
月
一
日
を
賦
課
期
日
と
し
て
、
年
度
を
単
位
と
し
て
第
一
号
保
険
料

を
賦
課
す
る
と
と
も
に
、
特
別
徴
収
又
は
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
べ
き
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

市
町
村
が
介
護
保
険
法
の
施
行
後
半
年
間
に
第
一
号
保
険
料
の
特
別
徴
収
を
行
う
こ
と
と
し
、
年
金
保
険
者
等
に
対
し
て

特
別
徴
収
す
べ
き
額
等
の
通
知
を
行
っ
た
場
合
は
、
当
該
年
金
保
険
者
は
特
別
徴
収
を
行
う
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
る
。 

ま
た
、
普
通
徴
収
の
場
合
は
そ
の
納
期
が
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び
特
別
徴
収
の
場
合
は

同
法
の
施
行
後
半
年
間
に
限
っ
て
は
そ
の
実
施
が
市
町
村
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
に
お
い
て
、

同
法
の
施
行
後
半
年
間
に
第
一
号
保
険
料
を
徴
収
し
な
い
と
い
う
取
扱
い
を
行
う
こ
と
は
、
法
律
上
許
容
さ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。 

実
施
し
な
い
市
町
村
又
は
そ
の
後
一
年
間
は
第
一
号
保
険
料
を
経
過
的
に
軽
減
す
る
措
置
を
実
施
し
な
い
市
町
村
に
対
し
て

も
、
当
該
市
町
村
が
造
成
す
る
基
金
の
資
金
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
措
置
の
態
様
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
御
指

摘
の
よ
う
な
条
例
制
定
権
の
侵
害
に
は
当
た
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

四 

 



 

十
四
に
つ
い
て 

十
三
に
つ
い
て 

十
二
に
つ
い
て 

十
一
に
つ
い
て 

介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
は
、
介
護
保
険
制
度
発
足
時
の
経
過
的
な
取
扱
い
と
し
て
、
市
町
村
が

第
一
号
保
険
料
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
裁
量
の
余
地
を
残
す
趣
旨
が
含
ま
れ

て
い
る
と
解
さ
れ
る
。 

介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
省
令
で
定
め
る
額
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
知
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
一
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
は
、
年
金
保
険
者
は
、
平
成
十
一
年
十
一
月
三
十

日
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

五 

 



 

 

六 

十
五
に
つ
い
て 

財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
十
九
条
は
、
補
正
予
算
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
と
し
て
、

「
予
算
作
成
後
に
生
じ
た
事
由
に
基
づ
き
特
に
緊
要
と
な
つ
た
経
費
の
支
出
」
を
行
う
た
め
必
要
な
予
算
の
追
加
を
行
う
場

合
等
を
挙
げ
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
国
か
ら
の
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
法
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
の
特
別
対
策
を
講
ず

る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
と
い
う
事
由
に
基
づ
き
、
平
成
十
一
年
度
中
に
市
町
村
に
同
法
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
の
基

金
を
造
成
す
る
こ
と
に
よ
り
市
町
村
に
お
け
る
保
険
料
率
の
決
定
等
の
同
法
の
施
行
準
備
に
万
全
を
期
す
た
め
に
特
に
緊
要

と
な
っ
た
経
費
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。 


